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岡山県戦没者遺族代表者大会
（11月16日：岡山衛生会館）

平成25年度岡山県戦没者遺族代表者大会
総理の靖國神社参拝､ 遺族処遇改善要望事項の 
完全実施などを求め県下遺族代表600人参集

　
岡
山
県
遺
族
連
盟
は
十
一
月
十
六
日
㈯
、
岡
山
市
中
区
古
京
町
「
岡
山
衛
生
会
館
」

で
平
成
二
十
五
年
度
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催
し
、
総
理
の
靖
國
神
社

参
拝
を
求
め
る
と
共
に
、
来
年
度
政
府
予
算
に
対
す
る
概
算
要
求
に
計
上
さ
れ
た
遺
族

処
遇
改
善
項
目
の
完
全
実
施
な
ど
を
決
議
し
た
。

　
大
会
に
は
県
下
各
遺
族
会
の
代
表
約
六
百
人
が
参
加
。
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
伊
原

木
県
知
事
、
井
元
県
議
会
副
議
長
、
自
民
党
所
属
国
会
議
員
ら
ご
来
賓
か
ら
遺
族
運
動

に
対
す
る
力
強
い
支
援
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表

者
大
会
は
定
刻
の
午
前
十
時

三
十
分
、
服
部
剛
司
副
理
事

長
の
司
会
に
よ
り
開
会
し

た
。
浅
野
實
副
理
事
長
が
開

会
を
宣
し
、
国
歌
斉
唱
に
続

い
て
ご
英
霊
に
黙
祷
を
捧

げ
、
次
い
で
岸
本
清
美
理
事

長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

　

岸
本
理
事
長
は
「
今
年
四

月
か
ら
県
遺
族
連
盟
は
一
般

財
団
法
人
に
移
行
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
英
霊
顕
彰
と

遺
族
の
福
祉
向
上
を
基
本
と

す
る
遺
族
会
の
目
的
は
何
ら

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
様
方
の
引
き
続
い
て

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

本
日
、
ご
列
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
伊
原
木
知
事
を
は

じ
め
国
会
、
県
議
会
の
諸
先

生
方
に
は
護
國
神
社
で
の
春

秋
の
慰
霊
行
事
、
各
地
域
の

慰
霊
祭
へ
の
参
列
な
ど
、
常

日
頃
か
ら
私
た
ち
の
肉
親
の

慰
霊
顕
彰
に
ご
支
援
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
が
、
県
遺
族
連

盟
で
も
毎
年
、
沖
縄
県
糸
満

市
の
「
岡
山
の
塔
」
に
お
け

る
戦
没
者
追
悼
式
、
ま
た
外

国
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝
な
ど
、

岡
山
県
か
ら
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
慰
霊
巡
拝
事
業
を
行

っ
て
お
り
感
謝
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
の
宣
言
・
決
議
案
に

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
国
政

で
は
昨
年
末
の
総
選
挙
で
自

民
党
が
民
主
党
か
ら
政
権
を

取
り
戻
し
、
第
二
次
安
倍
内

閣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
第
一

次
内
閣
の
時
、
靖
國
参
拝
を

行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
『
痛

恨
の
極
み
』
と
言
わ
れ
た
安

倍
総
理
の
心
情
を
察
す
る

と
、
安
倍
総
理
は
必
ず
や
私

た
ち
の
遺
族
の
願
い
を
叶
え

て
い
た
だ
け
る
と
大
い
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
今
、
年
末
ま
で
に
は
靖

國
神
社
に
参
拝
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
情
報
も
流
れ
て

お
り
ま
す
。
国
内
外
の
一
部

か
ら
雑
音
も
あ
り
ま
す
が
、

歴
史
問
題
と
戦
没
者
の
慰
霊

顕
彰
は
全
く
別
問
題
で
す
。

安
倍
総
理
に
は
誇
り
あ
る
日

本
国
の
代
表
と
し
て
、
ご
英

霊
鎮
ま
る
靖
國
神
社
に
参
拝

し
、
世
界
に
我
が
国
の
姿
勢

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
天
皇
陛
下
の
御
親
拝

へ
と
繋
げ
る
よ
う
強
く
要
望

し
た
い
。
私
た
ち
遺
族
も
全

国
の
遺
族
会
共
々
、
全
力
を

尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

処
遇
改
善
運
動
で
は
、
ご

遺
骨
の
早
期
帰
還
事
業
を
は

じ
め
遺
族
会
要
望
事
項
の
完

全
実
施
は
勿
論
で
す
が
、
二

十
七
年
に
最
終
償
還
を
迎
え

る
『
特
別
弔
慰
金
』
は
絶
対
、

継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
戦
後
六
十
八
年
、
妻
の

皆
様
が
随
分
少
な
く
な
っ
て

き
た
昨
今
、
会
員
の
大
多
数

が
こ
の
『
特
別
弔
慰
金
』
の

受
給
対
象
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
て

い
る
諸
先
生
方
に
は
、『
特
別

弔
慰
金
』
は
私
た
ち
の
肉
親

が
国
に
尊
い
命
を
捧
げ
た
最

後
の
証
し
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

強
力
な
る
ご
支
援
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
組

織
の
継
承
問
題
、
財
政
の
問

題
、
更
に
は
護
國
神
社
の
護

持
や
県
下
各
地
に
あ
り
ま
す

忠
魂
碑
の
維
持
管
理
な
ど
、

遺
族
会
は
多
く
の
課
題
を
残

し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ご
英
霊
の
慰
霊
顕

彰
は
国
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
国
民
・
県
民
こ
ぞ

っ
て
護
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
ご
英
霊
の
『
声
な
き
声
』

に
お
応
え
し
、
ご
英
霊
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
社
会
・
国

に
な
る
よ
う
会
場
の
皆
様

方
、
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
更

な
る
お
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
す
る
」
と
挨
拶

を
結
ん
だ
。

　

次
い
で
、
難
波
慶
行
常
任

理
事
が
議
長
に
就
任
し
、
大

会
の
宣
言
・
決
議
の
採
択
に

入
っ
た
。
須
々
木
壽
志
副
理

事
長
が
宣
言
案
を
、
坂
根
弘

子
常
任
理
事
が
決
議
案
を
朗

読
、
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
を
会

場
の
参
加
者
に
諮
り
、
満
場

の
拍
手
を
も
っ
て
宣
言
・
決

議
は
採
択
さ
れ
た
。（
採
択
さ

れ
た
大
会
宣
言
・
決
議
は
別

掲
の
と
お
り
）

　

次
い
で
来
賓
挨
拶
に
移

り
、
伊
原
木
隆
太
知
事
、
井

元
乾
一
郎
県
議
会
副
議
長
に

続
い
て
、
自
由
民
主
党
か
ら

逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
、
阿

部
俊
子
衆
議
院
議
員
、
橋
本

岳
衆
議
院
議
員
、
山
下
貴
司

衆
議
院
議
員
、
日
本
遺
族
会

顧
問
の
水
落
敏
栄
参
議
院
議

員
、
日
本
遺
族
会
会
長
代
理

と
し
て
ご
臨
席
を
い
た
だ
い

た
畔
上
和
男
専
務
理
事
ら
ご

来
賓
か
ら
英
霊
顕
彰
と
遺
族

援
護
へ
の
力
強
い
ご
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
後
、
代
理
出
席

の
加
藤
勝
信
衆
議
院
議
員
、

池
田
道
孝
衆
議
院
議
員
の
秘

書
及
び
河
野
岡
山
県
護
國
神

社
禰
宜
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、祝
電
の
披
露
後
、

“
靖
國
神
社
の
歌
”
を
全
員

で
合
唱
。
次
い
で
、
水
落
敏

栄
参
議
院
議
員
の
発
声
に
よ

り
万
歳
を
三
唱
し
、
閉
会
の

言
葉
を
秀
平
良
子
常
任
理
事

が
述
べ
、
正
午
に
大
会
を
終

了
し
た
。

　

な
お
、
日
本
遺
族
会
で
は

十
二
月
十
九
日
㈭
に
自
由
民

主
会
館（
自
由
民
主
党
本
部
）

ホ
ー
ル
に
全
国
都
道
府
県
遺

族
代
表
約
四
百
五
十
名
が
参

集
（
本
県
か
ら
は
岸
本
理
事

長
ら
十
名
が
参
加
予
定
）し
、

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
を
開

催
。
大
会
終
了
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
元
選
出
自
民
党
国
会

議
員
に
陳
情
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
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戦
後
六
十
八
年
が
経
過
し
、
我
が
国
は
世
界
に
類
を
見
な

い
目
覚
し
い
発
展
を
遂
げ
、
国
民
は
等
し
く
平
和
と
自
由
を

享
受
す
る
一
方
、
世
界
の
各
地
で
は
未
だ
に
紛
争
が
絶
え
る

こ
と
な
く
、
罪
の
な
い
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
続
け
て
い
る
。

私
た
ち
は
「
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
の
よ

う
な
遺
族
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
原
点
を
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
世

代
へ
語
り
継
ぎ
、
世
界
平
和
の
実
現
に
心
血
を
注
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

昨
年
末
、
中
国
の
尖
閣
諸
島
へ
の
領
海
侵
犯
な
ど
、
我
が

国
の
安
全
保
障
の
脅
威
が
高
ま
る
中
で
行
わ
れ
た
衆
議
院
選

挙
で
自
由
民
主
党
が
大
勝
し
、
政
権
に
復
帰
し
た
。
更
に
は
、

七
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
も
大
勝
し
、
参
議

院
で
の
ね
じ
れ
も
解
消
し
て
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
衆

参
両
院
で
の
安
定
政
権
を
獲
得
し
た
。

　

近
隣
諸
国
へ
の
配
慮
を
優
先
し
た
前
政
権
は
、
遺
族
会
の

悲
願
で
あ
る
総
理
の
靖
國
神
社
参
拝
を
顧
み
ず
、
遺
族
の
落

胆
は
大
き
か
っ
た
が
、
戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
は
独
立
国
家
の

基
本
で
あ
り
、
国
の
矜
持
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
日
本
を
取

り
戻
す
」
と
表
明
し
た
安
倍
総
理
は
今
度
こ
そ
信
念
を
貫
か

れ
、
平
成
十
九
年
以
降
途
絶
え
て
い
る
内
閣
総
理
大
臣
の
靖

國
神
社
参
拝
を
実
行
し
、
私
た
ち
遺
族
、
心
あ
る
国
民
の
期

待
に
応
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
、
靖
國
神
社
に
代
わ
る
新
た
な
戦
没
者
追
悼
施
設
の

建
設
は
国
と
戦
没
者
、
私
た
ち
遺
族
と
の
約
束
を
踏
み
に
じ

る
も
の
で
あ
り
、
断
固
阻
止
す
る
。

　

遺
族
処
遇
で
は
、
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
「
父
母
及
び
妻

に
対
す
る
特
別
給
付
金
」が
極
め
て
厳
し
い
国
家
財
政
の
中
、

そ
れ
ぞ
れ
継
続
の
措
置
を
い
た
だ
い
た
。
政
府
及
び
関
係
者

各
位
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
の
賜
で
あ
り
深
く
感
謝
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
国

家
補
償
の
理
念
に
基
づ
き
改
善
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
肉
親
が
国
に
尊
い
命
を
捧
げ
た
最
後
の

証
で
あ
る
「
特
別
弔
慰
金
」
が
平
成
二
十
七
年
に
最
終
償
還

宣
　
　
言

を
迎
え
る
。
特
別
弔
慰
金
の
継
続
・
増
額
は
組
織
の
存
亡
に

か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
強
力
に
運
動

を
進
め
る
と
共
に
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
参
列
者

の
増
員
及
び
対
象
範
囲
の
拡
大
や
、
戦
没
者
遺
児
の
慰
霊
友

好
親
善
事
業
な
ど
は
国
の
慰
藉
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
層

の
充
実
を
求
め
る
。
更
に
、
未
だ
海
外
等
に
残
さ
れ
て
い
る

遺
骨
の
祖
国
帰
還
は
急
務
で
あ
り
、
積
極
的
に
遺
骨
帰
還
事

業
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
は
、
何
れ
も
私
た
ち
戦
没
者
遺
族
の
切
な
る
願
い
ば

か
り
で
あ
る
。先
の
戦
争
の
記
憶
は
遠
く
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

国
の
礎
と
な
ら
れ
た
ご
英
霊
の
尊
い
御
心
を
決
し
て
忘
れ

ず
、
心
あ
る
国
民
と
共
に
戦
後
政
治
を
総
括
し
、
ご
英
霊
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
矜
持
あ
る
祖
国
、
歴
史
と
伝
統
に
根
差

し
た
真
の
日
本
復
活
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

我
々
は
、
こ
こ
に
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開

催
し
、
組
織
の
総
力
を
結
集
し
て
こ
れ
ら
実
現
に
向
け
て
邁

進
す
る
。

　

右
宣
言
す
る
。

　
　
　

平
成
25
年
11
月
16
日

                    

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会　

　

本
日
こ
こ
に
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催

し
、
総
力
を
あ
げ
て
左
記
各
項
の
実
現
を
期
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、�

世
界
の
恒
久
平
和
を
目
指
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
戦
後

世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
。

一
、�

総
理
・
閣
僚
等
の
靖
國
神
社
参
拝
を
求
め
る
と
共
に
、

国
立
戦
没
者
追
悼
施
設
新
設
構
想
を
断
固
阻
止
す
る
こ

と
。

決
　
　
議

一
、�

戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
、
国
家
補
償
の
理
念
に

基
づ
き
改
善
す
る
こ
と
。

一
、�

特
別
弔
慰
金
を
平
成
二
十
七
年
以
降
も
継
続
し
増
額
す

る
こ
と
。

一
、�

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実
と
、
遺
骨
帰
還
事
業
等
を

拡
充
強
化
す
る
こ
と
。

一
、�

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
参
列
者
の
増
員
及
び
対

象
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

一
、�

戦
後
政
治
を
総
括
し
、
歴
史
と
伝
統
に
根
差
し
た
真
の

日
本
復
活
に
努
め
る
こ
と
。

　

右
決
議
す
る
。

　
　
　

平
成
25
年
11
月
16
日

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会　

平
成
25
年
度
外
国
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
慰
霊
巡
拝
の
旅

岡
山
県
遺
族
連
盟

　

女
性
部
長

　

秀　

平　

良　

子　

　

ホ
テ
ル
の
窓
よ
り
望
む
丘

に
立
つ
一
本
の
大
き
な
木
。

父
の
終
焉
の
地
・
マ
ン
ガ
ッ

ピ
ー
の
野
戦
病
院
。
加
東
大

介
さ
ん
主
演
の
映
画
“
南
の

島
に
雪
が
降
る
”
で
知
ら
れ

る
劇
場
の
跡
。
Ｓ
ｅ
ｎ
ａ
ｎ

ｇ　

Ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｍ
ｕ　

Ｄ

ｅ
ｎ
ｇ
ａ
ｎ　

Ｂ
ａ
ｐ
ａ

ｋ
!
│
お
父
さ
ん
に
会
え
て

う
れ
し
い
!
心
は
躍
り
、
顔

は
ほ
て
っ
て
涙
が
止
ま
ら
な

い
。
グ
ル
メ
ジ
ャ
／
丘
の
上

の
慰
霊
碑
。
何
回
こ
の
地
に

立
ち
父
を
捜
し
た
こ
と
か
。

こ
こ
か
ら
港
に
続
く
山
の
中

に
き
っ
と
お
父
さ
ん
は
眠
っ

て
い
る
。
そ
う
信
じ
て
何
時

も
祈
る
…
。

　

八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

九
日
、
岡
山
県
知
事
の
ご
名

代
と
し
て
杉
原
雅
夫
保
健
福

祉
課
長
、
勝
野
将
之
総
括
参

事
の
ご
同
行
を
い
た
だ
き
、

岡
山
県
遺
族
連
盟
の
主
催
で

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
戦

跡
慰
霊
巡
拝
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。「
も
う
、
こ
れ
が
最

後
に
な
る
か
も
」
と
何
時
も

思
い
な
が
ら
、
こ
う
し
て
ご

縁
を
い
た
だ
き
巡
拝
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
。
嬉
し
く
て

嬉
し
く
て
幸
せ
を
噛
み
締
め

て
い
ま
す
。

　

二
十
三
日
の
早
朝
、
五
時

に
岡
山
を
出
発
し
、
関
西
空

港
か
ら
飛
行
機
を
乗
り
継
い

で
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
ビ

ア
ク
島
に
着
い
た
の
が
翌
二

十
四
日
朝
の
五
時
過
ぎ
。
真

夜
中
の
長
い
待
ち
時
間
、
飛

行
機
に
何
回
も
乗
っ
た
り
降

り
た
り
の
移
動
で
し
た
が
、

戦
時
の
兵
隊
さ
ん
た
ち
の
ご

苦
労
を
思
う
と
少
々
の
疲
れ

も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
程
の
関
係
か
ら
、
訪
問

初
日
の
ビ
ア
ク
島
で
全
戦
没

者
追
悼
式
を
行
う
こ
と
に
な

り
、
ホ
テ
ル
で
小
休
憩
し
て

い
る
間
に
、
ご
英
霊
に
お
供

え
す
る
梅
干
し
入
り
の
“
お

に
ぎ
り
”を
準
備
し
ま
し
た
。

追
悼
式
を
行
う
第
二
次
世
界

大
戦
慰
霊
碑
は
、
平
成
六
年

三
月
に
日
本
攻
府
が
パ
ラ
イ

海
岸
に
建
立
し
た
慰
霊
碑

で
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方

面
で
散
華
さ
れ
た
八
万
四
千

四
百
余
の
御
霊
が
お
祀
り
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

白
い
砂
浜
の
直
ぐ
近
く
に

建
立
さ
れ
て
い
る
慰
霊
碑
に

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
両
国

国
旗
を
掲
げ
、
靖
國
神
社
と

護
國
神
社
の
御
神
酒
、
そ
し

て
岡
山
の
米
で
作
っ
た
“
お

む
す
び
”
と
み
そ
汁
、
甘
い

甘
い
善
哉
、
日
本
茶
、
吉
備

団
子
な
ど
沢
山
の
供
物
。
ご

岡 山 県
遺族連盟

ビアク島「第二次世界大戦慰霊碑」に於ける
西部ニューギニア方面戦没者追悼式（８月24日）
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英
霊
の
皆
様
、
食
べ
た
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
夢
に
も
見
た

で
し
ょ
う
。
懐
か
し
い
故
郷

の
お
供
え
物
で
す
。

　

県
遺
族
連
盟
理
事
長
の
式

辞
、
岡
山
県
知
事
か
ら
追
悼

の
言
葉
、
そ
し
て
団
員
全
員

で
献
花
。
涙
を
堪
え
て
見
上

げ
る
青
い
空
の
下
、
静
か
で

淡
々
と
流
れ
る
時
間
の
中
で

空
も
海
も
平
和
な
色
に
見
え

て
き
ま
す
。
平
和
日
本
の
礎

と
な
り
散
っ
て
行
か
れ
た
多

く
の
尊
い
命
を
無
に
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
御
霊
に
お
誓

い
し
、
厳
粛
に
追
悼
式
を
終

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
慰
霊

碑
裏
の
納
骨
堂
内
に
女
性
部

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
千
羽
鶴

を
奉
納
。
地
元
の
子
供
た
ち

の
見
送
り
を
受
け
、
心
残
し

な
が
ら
次
の
慰
霊
地
・
サ
バ

地
区
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
［
父
眠
る
大
樹
の
元
と
聞

き
し
事　

み
ん
な
大
樹
で
四

方
に
父
呼
ぶ
］ 

　

サ
バ
地
区
。
他
の
諸
軍
に

は
例
を
見
な
い
農
耕
部
隊
が

多
数
配
属
さ
れ
て
い
た
所
で

す
。
昭
和
十
九
年
二
月
か
ら

五
月
の
僅
か
三
カ
月
余
り

で
、
こ
こ
に
農
地
を
開
墾
し

た
と
の
こ
と
。
こ
ん
な
土
で

何
が
作
れ
る
と
言
う
の
か
？

お
線
香
や
ロ
ウ
ソ
ク
を
お
供

え
し
黙
祷
す
る
。 

　
［
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

自
戦

自
給
の
命
に
よ
り　

探
せ
ど

何
も
食
ら
え
る
物
な
し
］ 

　

来
た
道
を
引
き
返
し
、
昭

和
十
九
年
五
月
二
十
七
日
に

連
合
軍
が
最
初
に
上
陸
し
た

ボ
ス
ネ
ッ
ク
海
岸
に
行
く
。

波
間
に
見
捨
て
ら
れ
朽
ち
た

残
骸
が
見
え
隠
れ
し
て
い

る
。
海
岸
近
く
の
山
腹
、
日

本
軍
守
備
隊
が
い
た
東
洞
窟

へ
行
く
つ
も
り
も
、
で
こ
ぼ

こ
の
サ
ン
ゴ
や
木
々
に
阻
ま

れ
る
獣
道
。
前
に
進
む
こ
と

が
出
来
な
く
な
り
、
洞
窟
が

や
っ
と
見
え
る
木
々
の
間
か

ら
手
を
合
わ
せ
る
。

　

午
後
、
西
洞
窟
の
近
く
、

日
本
政
府
が
建
立
し
た
“
戦

没
日
本
人
の
碑
”
前
で
、
岡

山
市
か
ら
参
加
さ
れ
た
金
光

さ
ん
の
父
上
の
慰
霊
祭
を
行

い
ま
し
た
。
こ
こ
は
当
時
、

歩
兵
第
二
二
二
連
隊
の
司
令

部
が
置
か
れ
て
い
た
所
で
、

六
月
二
十
一
日
か
ら
の
戦
闘

で
約
二
千
名
が
戦
死
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

丁
度
、
今
日
が
金
光
さ
ん

の
お
父
さ
ん
の
命
日
で
し

た
。
亡
く
な
ら
れ
た
サ
ル
ミ

ま
で
は
行
か
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
愛
す
る
娘
を
こ
こ
へ

招
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
在

り
し
日
の
父
を
想
い
、
溢
れ

る
涙
を
抑
え
、
心
を
込
め
て

語
り
か
け
る
金
光
さ
ん
。
父

が
娘
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い

る
よ
う
に
線
香
の
煙
が
風
に

漂
っ
て
い
ま
す
。
終
わ
り
に

全
員
で
“
ふ
る
さ
と
”
を
合

唱
、
御
霊
を
お
慰
め
し
ま
し

た
。

　

慰
霊
祭
後
、
急
な
階
段
を

降
り
て
西
洞
窟
内
へ
。
見
上

げ
る
と
二
十
ｍ
以
上
の
高
さ

が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
天

井
か
ら
雨
水
が
滴
り
、
足
下

は
つ
る
つ
る
と
滑
り
や
す

い
。
薄
暗
い
洞
内
に
、
今
で

も
兵
隊
さ
ん
た
ち
の
魂
が
彷

徨
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

線
香
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
手
向
け

御
霊
を
弔
う
。

　

続
い
て
、
ソ
リ
ド
の
旧
日

本
軍
飛
行
場
跡
に
行
く
。
こ

こ
で
も
本
県
を
含
め
多
く
の

兵
隊
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
二
十
軒
ほ
ど
の
民

家
に
続
い
て
、
滑
走
路
だ
っ

た
こ
と
を
偲
ば
せ
る
平
地
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
移
動
が

続
い
た
昨
日
か
ら
現
地
一
日

目
の
慰
霊
巡
拝
。
長
か
っ
た

二
日
間
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

翌
二
十
五
日
は
、
父
が
戦

没
し
た
マ
ノ
ク
ワ
リ
が
目
的

地
で
す
。
航
空
便
の
関
係
か

ら
マ
ノ
ク
ワ
リ
の
反
対
方

向
・
ジ
ャ
ヤ
プ
ラ
を
経
由
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
飛

行
機
は
金
光
さ
ん
の
父
上
の

戦
没
地
で
あ
る
サ
ル
ミ
の
上

空
を
通
過
し
ま
す
。
カ
メ
ラ

を
手
に
し
て
窓
か
ら
下
方
へ

目
を
凝
ら
す
。
や
が
て
白
い

波
に
縁
取
ら
れ
た
海
岸
線
に

小
さ
な
町
が
ポ
ツ
ン
と
見
え

て
き
た
。「
あ
そ
こ
が
サ
ル
ミ

じ
ゃ
な
い
の
か
？
」「
サ
ル
ミ

だ
。」
…
合
掌
。

　
［
雲
の
間
に　

見
え
隠
れ

す
る
家
や
川　

サ
ル
ミ
は
こ

の
下　

機
上
で
遥
拝
］

　

外
国
の
航
空
便
の

常
、
予
定
は
未
定
で
マ

ノ
ク
ワ
リ
へ
の
到
着
は

昼
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
の
巡
拝

で
す
。
ホ
テ
ル
で
休
憩

後
、
市
街
地
の
南
西
に

流
れ
る
ア
ン
ダ
イ
川
と

マ
ロ
ニ
ー
川
方
面
へ
向

か
っ
て
走
る
。
昭
和
十

九
年
七
月
頃
、
マ
ノ
ク

ワ
リ
周
辺
に
最
小
限
の

兵
力
を
残
し
、
主
力
約

九
千
名
が
ヤ
カ
チ
・
イ

ド
レ
方
面
ヘ
と
行
軍
し
た
道

で
す
。
今
、
マ
ロ
ニ
ー
川
に

は
立
派
な
橋
が
架
か
り
車
が

往
来
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

橋
が
で
き
た
の
は
つ
い
五
年

程
前
。
兵
隊
さ
ん
た
ち
が
河

原
を
歩
い
て
渡
っ
た
よ
う

に
、
以
前
こ
こ
を
通
っ
た
時

は
私
た
ち
の
バ
ス
も
水
の
流

れ
る
河
原
に
降
り
て
渡
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
河
原
に
線

香
を
手
向
け
て“
ふ
る
さ
と
”

合
唱
し
、
お
別
れ
す
る
。

　

小
高
い
山
の
中
に
設
営
さ

れ
て
い
た
第
百
二
十
五
兵
站

病
院
の
跡
に
到
着
。し
か
し
、

以
前
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
だ
っ
た

と
こ
ろ
に
民
家
が
立
ち
並

び
、
数
年
前
に
訪
れ
た
頃
と

周
囲
は
様
変
わ
り
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ

で
致
し
方
な
い
と
思
う
が
、

我
々
遺
族
に
と
っ
て
は
何
と

な
く
寂
し
い
。 

　
［
ホ
テ
ル
窓　

向
こ
う
に

見
え
る
山
並
は　

あ
の
木
あ

の
丘　

父
の
い
た
丘
］ 

　

日
本
よ
り
六
千
㎞
。
こ
こ

は
坂
根
副
部
長
さ
ん
の
父
上

の
慰
霊
祭
を
行
う
ア
タ
ッ
プ

海
岸
。
目
の
前
に
は
父
上
が

居
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
暁
島

（
マ
ン
シ
ナ
ム
島
）。
陽
光
が

反
射
し
、
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る

海
に
浮
か
ぶ
暁
島
。
海
風
と

打
ち
寄
せ
る
波
音
、
椰
子
や

バ
ナ
ナ
の
木
の
緑
と
空
と
海

の
青
。
そ
し
て
道
端
に
咲
く

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
赤
。
お

父
さ
ん
に
語
り
か
け
る
坂
根

さ
ん
の
声
に
、
私
た
ち
も
胸

に
熱
い
も
の
が
込
み
上
げ
て

来
ま
す
。
次
第
に
日
が
落
ち

て
暮
れ
な
ず
ん
で
行
く
中
、

島
に
向
か
っ
て
「
お
父
さ
〜

ん
、
お
父
さ
〜
ん
」
と
大
き

な
声
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。

き
っ
と
直
ぐ
側
で
私
た
ち
の

声
を
聞
い
て
い
て
く
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。 

　
［
真
向
こ
う
の
島
に
向
か

い
て
父
を
呼
ぶ　

這
う
ヤ
ド

カ
リ
に
尋
ね
て
み
た
し
］ 

　

二
十
六
日
、
参
加
者
が
持

ち
寄
っ
た
学
用
品
な
ど
を
子

供
た
ち
に
贈
る
た
め
、
地
元

の
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

校
庭
に
整
列
し
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
歌
を
唄
っ
て
出
迎

え
て
く
れ
た
子
供
た
ち
に
、

「
私
た
ち
は
先
の
戦
争
で
亡

く
な
っ
た
日
本
兵
の
家
族
で

す
。
父
の
お
墓
参
り
に
や
っ

て
参
り
ま
し
た
。
今
日
は
鉛

筆
や
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
一
生
懸
命

勉
強
し
て
、
私
た
ち
の
父
が

安
心
し
て
眠
ら
れ
る
平
和
で

幸
せ
な
社
会
を
築
い
て
下
さ

い
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た

お
墓
参
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
身
振
り
手
振
り
を

加
え
て
片
言
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
で
説
明
し
ま
し
た
。
ど

う
や
ら
分
か
っ
て
く
れ
た
よ

う
で
し
た
。
素
直
で
陽
気
な

子
供
た
ち
。
元
気
で
心
優
し

く
成
長
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
招
か

れ
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
歌

っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
、

心
が
和
む
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
が
多
少
時
間
オ
ー
バ
ー

と
な
っ
た
た
め
、
別
れ
を
惜

し
み
つ
つ
学
校
を
後
に
し
ま

し
た
。

　

帰
る
途
中
、
三
軒
岬
の
荷

揚
げ
桟
橋
へ
。
暁
部
隊
が
使

っ
て
い
た
こ
の
桟
橋
に
、
坂

根
さ
ん
の
お
父
さ
ん
も
足
を

下
ろ
し
た
か
も
知
れ
な
い
と

思
い
を
馳
せ
る
。

　

午
後
か
ら
私
た
ち
の
父
の

慰
霊
祭
で
す
。
山
奥
に
あ
っ

た
マ
ン
ガ
ッ
ピ
ー
の
野
戦
病

院
の
跡
は
四
〜
五
年
前
か
ら

開
発
が
進
み
、
今
は
軍
の
住

宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以

前
訪
れ
た
時
は
、
セ
メ
ン
ト

製
の
病
院
の
土
台
や
井
戸
な

ど
当
時
の
痕
跡
が
僅
か
に
残

っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
れ
か

ら
数
年
で
そ
の
痕
跡
は
す
べ

て
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
何
か
残
っ
て
な
い
か
と

歩
き
回
っ
て
捜
し
ま
し
た
が

何
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
少

し
悲
し
い
気
持
ち
で
し
た

ニューギニアの海岸で亡き父を偲ぶ（８月25日）

小学校の子供たちと（８月26日：マノクワリ）
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そ
れ
は
運
命
だ
と
思
ひ
ま
す

  

陸
軍
伍
長
　
宗
　
本
　
琢
　
磨
　
　
　
　

   

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
一
日
　
　

    

比
島
カ
モ
テ
ス
海
峡
に
て
戦
死
　

   

岡
山
県
苫
田
郡
中
谷
村
出
身
　
　

 

二
十
三
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
蝉
の
声
か
し
ま
し
き
八
月
の
初
旬
、
今
昭
和
十
九
年
八
月
の
始
め
、
友
と

共
に
戦
地
に
行
か
ん
と
す
る
に
当
り
、
一
筆
父
上
に
呈
し
、
不
孝
を
詫
び
ん

と
す
。（
中
略
）

何
処
に
行
き
、
ど
ん
な
事
が
起
っ
て
も
琢
磨
は
お
父
さ
ん
の
子
で
あ
る
と
云

ふ
こ
と
を
忘
れ
な
い
積
り
で
す
。
そ
こ
か
ら
必
ず
自
分
の
進
む
可
き
、
何
ら

か
の
方
向
が
示
さ
れ
る
と
信
じ
ま
す
。

両
親
が
今
迄
、
琢
磨
を
引
張
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
強
い
強
い
力
は
、
や
が
て

琢
磨
が
自
分
一
人
で
押
進
ん
で
ゆ
く
強
い
力
と
成
る
と
信
じ
ま
す
。

風
波
荒
い
社
会
、
つ
く
づ
く
さ
う
感
じ
ま
す
。
波
静
か
な
両
親
の
港
に
憩
ふ

と
き
の
み
、
琢
磨
は
何
も
か
も
忘
れ
て
安
ら
か
な
気
に
な
り
ま
す
。

淋
し
い
、
さ
う
云
ひ
た
い
今
の
気
持
ち
で
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
や
っ

ぱ
り
親
程
よ
い
も
の
は
こ
の
世
に
な
い
と
つ
く
づ
く
思
ひ
ま
す
。

戦
地
の
病
院
で
息
を
引
取
る
病
人
が
、
最
後
に
云
ふ
こ
と
ば
は
「
お
母
さ
ん
」

の
一
声
で
す
。
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
、
親
の
も
と
に
い
た
い
、
さ
う
し

た
気
持
ち
で
一
杯
な
の
で
す
。

然
し
、
男
で
あ
る
以
上
、
ま
し
て
父
の
子
で
あ
る
以
上
、
日
本
の
男
の
皆
や

る
こ
と
は
死
ん
で
も
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
お
父
さ
ん
の
云
は
れ
た

通
り
、
必
ず
死
ぬ
人
間
で
有
る
以
上
、
ど
こ
で
い
つ
死
ん
で
も
そ
れ
は
運
命

だ
と
思
ひ
ま
す
。

幸
に
し
て
妻
子
は
な
し
。
唯
々
両
親
様
の
健
康
は
、
一
日
も
長
く
す
こ
や
か

な
れ
と
祈
る
の
み
で
す
。

其
の
日
、
其
の
日
の
最
善
を
尽
し
つ
つ
琢
磨
は
元
気
で
行
っ
て
き
ま
す
。

決
し
て
進
ん
で
死
を
望
む
や
う
な
琢
磨
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

然
し
、
死
す
可
き
時
に
は
潔
く
死
に
ま
す
。
其
れ
が
男
子
の
一
生
と
し
て
、

亦
、
両
親
様
も
一
番
喜
ん
で
下
さ
る
道
と
信
じ
ま
す
。

美
佐
子
、
綾
子
も
よ
く
よ
く
両
親
様
の
注
意
を
守
り
、
立
派
な
女
性
と
な
る

や
う
。

　
昭
和
十
九
年
八
月
四
日
　
朝
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
琢
磨

                     【
平
成
二
十
五
年
十
一
月
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

平
成
二
十
五
年
十
一
月
行
事
表

３
日　

笠
岡
市
神
外
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
神
外
忠
魂
碑
）

７
日　

新
見
市
豊
永
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

８
日　

瀬
戸
内
市
戦
没
者
追
悼
式
（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
）

10
日　

岡
山
市
瀬
戸
遺
族
連
合
会
役
員
研
修
旅
行
（
京
都
府
方
面
）

　
　
　

津
山
市
高
田
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
高
田
神
社
）

11
日　

笠
岡
市
大
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
寄
島
町
・
龍
城
院
）

12
日　

倉
敷
市
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行
（
兵
庫
県
方
面
）

14
日　

新
見
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

16
日　

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
（
岡
山
衛
生
会
館
）

　
　
　

美
作
市
戦
没
者
追
悼
式
（
美
作
文
化
Ｃ
）

17
日　

笠
岡
市
白
石
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
白
石
忠
魂
碑
）

18
日　

日
遺
女
性
部
研
修
会
（
東
京
都
内
）
一
泊

20
日　

笠
岡
市
神
内
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

22
日　

新
見
市
千
屋
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

新
穀
感
謝
祭
（
県
護
國
神
社
）

24
日　

岡
山
市
御
津
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

26
日　

美
作
市
楢
原
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

28
日　

県
連
盟
女
性
部
第
一
回
研
修
会
（
広
島
県
方
面
）

30
日　

県
連
盟
第
三
回
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

平
成
二
十
五
年
十
二
月
行
事
表

６
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
女
性
部
研
修
会
（
鴨
方
町
内
）

19
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
・
国
会
陳
情
（
自
由
民
主
会
館
）

31
日　

大
祓
式
、
除
夜
祭
（
県
護
國
神
社
）

遺
族
会
の
動
き

が
、
こ
の
地
方
も
近
代
化
さ

れ
て
人
々
の
暮
ら
し
が
豊
か

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
国

政
府
が
グ
ル
メ
ジ
ャ
に
建
立

し
た
慰
霊
碑
で
父
の
慰
霊
祭

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

　
［
あ
ち
こ
ち
と　

井
戸
を

探
し
て
大
地
行
く　

年
ご
と

変
わ
る
途
上
の
国
は
］ 

　

こ
の
慰
霊
碑
は
昭
和
三
十

一
年
に
マ
ノ
ク
ワ
リ
の
海
岸

近
く
に
建
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
海
岸
の
侵
食
や
潮
風
の

影
響
を
受
け
て
風
化
が
進

み
、
平
成
二
年
六
月
に
第
三

十
五
師
団
歩
兵
第
二
二
一
連

隊
戦
友
会
の
慰
霊
碑
が
こ
の

地
に
建
立
さ
れ
る
の
に
あ
わ

せ
、
政
府
の
慰
霊
碑
も
こ
こ

に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
碑
の
あ
る
山
頂
ま

で
、
薄
暗
い
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

細
道
を
バ
ス
で
上
っ
て
い
る

途
中
、
太
く
巨
大
な
“
カ
ズ

ラ
”
が
道
を
塞
い
で
通
れ
ま

せ
ん
。
ガ
イ
ド
や
運
転
手
さ

ん
た
ち
が
道
路
脇
の
立
木
を

山
刀
で
取
り
払
っ
て
、
や
っ

と
通
路
を
確
保
し
山
頂
の
慰

霊
碑
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
慰
霊
碑
の
周
囲
に

も
木
が
茂
り
、
以
前
は
こ
こ

か
ら
見
え
て
い
た
軍
港
は
全

く
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
更
に
、
両
方
の
慰
霊
碑

と
も
台
座
か
ら
外
れ
、
後
ろ

の
方
へ
転
が
っ
て
悲
し
い
姿

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
お
父
さ
ん
。
美
味
し
い

“
お
む
す
び
”
食
ベ
た
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
甘
い
善
哉
も

食
べ
た
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

お
味
噌
汁
、
日
本
の
お
茶
、

タ
オ
ル
も
不
足
し
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。」│
会
っ
た
こ

と
の
な
い
父
、
写
真
で
し
か

知
ら
な
い
父
へ
妹
が
慰
霊
の

言
葉
を
捧
げ
ま
し
た
。
涙
を

拭
き
も
せ
ず
語
り
か
け
る
妹

の
後
ろ
姿
か
ら
父
へ
の
慕
情

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
お
父
さ
ん
、
戦
後
六

十
八
年
、
私
た
ち
家
族
を
見

守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
父
と
の
別
れ
を
惜
し
み

な
が
ら
グ
ル
メ
ジ
ャ
の
慰
霊

碑
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
［
マ
ノ
ク
ワ
リ　

四
Ｆ
窓

の
外
に
舞
う　

父
の
化
身
か

赤
と
ん
ぼ
く
る
］ 

　

野
戦
病
院
の
あ
っ
た
マ
ン

ガ
ッ
ピ
ー
の
山
へ
と
続
く
パ

ミ
ー
川
。
こ
の
パ
ミ
ー
川
か

ら
少
し
行
っ
た
所
に
ア
ン
バ

ン
ビ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
砂
浜
で
、
二
人
の
息
子
さ

ん
と
共
に
参
加
さ
れ
た
中
嶋

さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
慰
霊
祭

に
臨
み
ま
し
た
。

　

「
一
日
も
早
く
訪
れ
た
か

っ
た
。
あ
れ
か
ら
七
十
年
近

い
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。」両

脇
を
息
子
さ
ん
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
今
日
ま
で
の
思
い

を
お
父
さ
ん
に
静
か
に
奉
告

さ
れ
ま
し
た
。
打
ち
寄
せ
る

波
に
声
は
消
え
て
父
の
も
と

へ
届
く
の
み
。
親
子
の
情
な

の
か
、
皆
で
流
し
た
花
束
や

卒
塔
婆
が
別
れ
を
惜
し
む
か

の
よ
う
に
何
時
ま
で
も
ア
ン

バ
ン
ビ
ー
チ
に
漂
う
。
平
和

を
授
け
て
下
さ
い
。
ま
た
来

ら
れ
る
機
会
を
授
け
て
下
さ

い
。
そ
し
て
何
時
ま
で
も
家

族
を
見
守
っ
て
下
さ
い
。 

　
［
ど
う
ど
う
と　

寄
せ
来

る
波
に
か
き
消
さ
れ　

父
呼

ぶ
声
は
夕
焼
け
空
に
］ 

　

関
係
者
の
慰
霊
祭
を
終
え

て
帰
途
の
二
十
七
日
、
Ｂ
・

Ｃ
級
戦
犯
と
し
て
処
刑
さ
れ

た
三
十
四
人
の
御
霊
を
お
祀

り
す
る
“
日
本
人
の
碑
”
に

お
参
り
す
る
た
め
、
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
島
の
ソ
ロ
ン
を
経
由

し
て
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
（
セ
レ

ベ
ス
島
）
の
州
都
ウ
ジ
ュ
ン

バ
ン
ダ
ン
へ
。
慰
霊
碑
は
ウ

ジ
ュ
ン
バ
ン
ダ
ン
郊
外
の
テ

ロ
村
と
い
う
地
の
住
宅
内
に

建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
祖

国
遠
い
異
郷
の
地
に
眠
ら
れ

る
御
霊
に
線
香
を
お
供
え
し

黙
祷
。
そ
し
て
、
慰
霊
碑
を

お
護
り
い
た
だ
い
て
い
る
マ

ハ
カ
ベ
さ
ん
に
お
礼
を
述

べ
、
ウ
ジ
ュ
ン
バ
ン
ダ
ン
を

後
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
団
員
は
こ
う
し
て

慰
霊
巡
拝
を
行
い
、
現
地
の

人
々
と
の
友
情
を
深
め
て
岡

山
に
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

出
発
時
に
何
時
も
皆
さ
ん
と

誓
い
合
い
ま
す
。
│
慰
霊
は

厳
粛
に
他
の
時
間
は
和
気
あ

い
あ
い
と
。
同
じ
境
遇
の
人

た
ち
が
共
に
行
動
し
、
兄
弟

姉
妹
の
よ
う
な
気
持
ち
で
結

ば
れ
た
汗
と
涙
の
慰
霊
の

旅
。
ご
同
行
を
い
た
だ
き
ま

し
た
県
保
健
福
祉
部
の
皆

様
、
ご
遺
族
の
皆
様
、
そ
し

て
丁
寧
な
る
ご
案
内
い
た
だ

き
ま
し
た
旅
行
代
理
店
㈱
Ｗ

Ｂ
Ｃ
の
高
橋
社
長
。
皆
様
方

の
思
い
や
り
と
ご
協
力
の
も

と
、
充
実
し
た
慰
霊
巡
拝
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


